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Abstract The chromosome number of Pieris brassicae (L.) males from Japan (Hokkaido) is 
reported based upon the examination of germ cells in spermatogenesis. The haploid comple- 
ments in primary and secondary spermatocytes comprised fifteen chromosomes (n, 15). 
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これ まで 日 本 に は 見 られ な か っ た オオ モン シロ チョ ツウ Pieri brassicae (L) が 北海 道 及び 青森 県 で 採集 
され て いる ( 蝶 研 出版 , 1996, 上 蝶 研 フィ ー ル ド 11 9) 参照 ) この 蝶 の 染色 体 は 早く か ら 調 べら れ て お 
D, 染色 体 数 は n, 15 で ある こと が 知ら れ て いる (後述 いう まで も な く オ オモ ン シ ロ チョ ツウ は 著名 
な 農業 害虫 で ある の で , 日 本 で の 今後 の 定着 繁殖 の 可能 性 を 追求 し て 適切 に 対処 する 必要 が ある 
我々 は その 可能 性 を 染色 体 細 胞 学 的 見 地 か ら 検 討 し て 知見 を を て いる . この 報告 で は まず , 押し つぶ 
し 標本 に よる 雄性 生殖 細胞 染色 体 組 に つい て 述べ る . 


材料 と 方 法 


所 検 の 材料 は , 1996 年 8 月 藤井 便 博士 及び 渡辺 康之 氏 に よっ て 北海 道長 万 部 で 採集 きれ た 幼虫 を 
キャ ベツ で 飼育 し て 得 た 雄 2 ATHA. これ ら の 精巣 の 乳酸 酢酸 オル セイ ン (2%) 押し つぶ し 標本 を 
作り , 精子 形成 過程 の 染色 体 を 観察 し た . 調べ た 核 板 数 は 第 1 表 (Table 1) に まとめ られ て いる 。. 





Figs 1-2. Primary spermatocyte chromosomes of Pieris brassicae from Oshamanbe of Hok- 
kaido : fifteen bivalents in each. From orcein-squashes of pupal testes. Scale bar 
represents ca 5 ym. 
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Table 1. Results of chromosome survey with males of Pieris brassicae from Oshamanbe of 
Hokkaido, Japan 





No. of chromosome complements examined in : 








Male pupae Testis- : —— —— Chromosome 
examined technique Spermatogonial lst division 2nd division tic. determined 
mitosis (2n) (n) (n) l 
No. 1 ) S 92 34 ) 2n, 30; 
No. 2 q 2 110 78 n, 15 





Sq.: lacto-acetic orcein squashing. 


観察 結果 及び 考察 


2 ii, 染色 体 を 観察 で きた . その 結果 , 精 母 細胞 の 染色 体 数 は 安定 し て いて 変異 は 見 られ ず , n, 15 
が 確か め ら れ た (Figs 1, 2). また , 精 原 細胞 の 2n, 30 も 観察 され た . 第 一 及び 第 二分 裂 中 期 の 染色 体 
の 形態 は . これ まで 観察 きれ て いる 他 の 鱗 次 類 に 比べ て 変わ りな い . 多く の 核 板 を 見 る と , 半数 染色 
体 組 に は , 同 大 の 最小 染色 体 1 対 と 。 それ ら よ り は や や 大 きい 小型 染色 体 1 個 が 含ま れ て いる よう に 
見 える . 

この オオ モン シロ チョ ウ の 染色 体 は Henking (1890) 以来 , Doncaster (1912), Beliajeff (1930), Federley 
(1938, 1942), Lorković (1941), Bigger (1960, 1975), Maeki & Ae (1966), Bauer (1967), Traut & Mosbacher 
(1968), Larsen (1975), Rishi & Rishi (1977, 1978, 1990) 及び Lukhtanov & Kuznetsova (1989) iz k o C gli 
べら れ て いる . それ ぞ れ の 所 検 の 材料 は , 在住 地 近辺 か ら 得 た も の , 時 に は 遠征 の 地 で 得 ら れ た も の 
で あり , 採集 地 は ヨー ロッ パパ から アジ ア に 及 ん で いる が , それ ら の 染色 体 数 は 一 様 に ヵ , 15 で ある . 
長万部 の 雄 の 染色 体 数 は これ ら と 変わ りな い . また , これ ら の 報告 に よれ ば , 染色 体 標 本 作製 法 に 違 
い は ある が , 染色 体 は 同 大 で は な く , 例え ば ネパール の 雄 の 精 母 細胞 染色 体 ( ヵ , 15) は 大 型 12, 小型 
3 に 分 けら れ (Maeki & Ae, 1966), イン ド の 雄 の 精 原 細胞 染色 体 Qn, 30) の 大 き さ の 内 訳 は 大 型 8 対 , 
中 型 4 対 , 小型 3 対 で ある (Rishi & Rishi, 1977, 1978). 長万部 の 雄 の 半数 染色 体 組 に 見 られ る 小型 の 
染色 体 は 上 述 の 通り で ある . また これ ら は 切片 標本 で も 識別 で きる (REK). 


オオ モン シロ チョ ツウ は deota 及び brassicoides と 共に Pieris 属 の オオ モン シロ チョ ツウ 和 群 に 属す る (矢田 , 
1992). Brassicoides は 雄 の 染色 体 数 が n, 14 で ある (Saitoh, 1985). Deota は 染色 体 来 検 で ある が , そ 
の 染色 体 数 は 恐らく これ ら と 大 差 は な いで あろ う . 


日 本 在 来 の Pieris 属 (モン シロ チョ ウ , エゾ スジ グロ シロ チョ ウ , スジ グロ シロ チョ ウ , タイ ワン モ 
ン シ ロ チョ ツウ ) と 日 本 で 新た に 発見 され た オオ モン シロ チョ ウ の 染色 体 構成 は 全く 異な っ て いる . 
従っ て , 染色 体 構成 の 違い は オオ モン シロ チョ ウ を これ ら か ら 区 別 す る 一 つの 手掛かり と な りう る . 


まとめ 


北海 道長 万 部 産 の オオ モン シロ チョ ツウ Pieris brassicae (L) の 雄 の 踊 の 生殖 細胞 染色 体 を 調べ 。 これ ま 
で の 国外 の 材料 に よる 諸 報告 の 通り 染色 体 数 2 ヵ , 30; n, 15 が 確か め ら れ た . 精 母 細胞 の 染色 体 は 同 大 


で は な い . 
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Summary 


Germ cell chromosomes of Pieris brassicae (L.) from Oshamanbe of Hokkaido, Japan were 
investigated with lacto-acetic orcein-squashes of pupal testes. Occurrence of thirty chromosomes 
was confirmed in spermatogonial mitoses (27, 30). The haploid complements in primary and 
secondary spermatocytes comprised fifteen chromosomes (n, 15). Overseas specimens so far 
examined all have an n, 15-karyotype, too. 
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